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 3 年ないし 5 年という研究期間の短さのゆえに不十分な諸点もないわけではない。 
たとえば、フェーレンバハ以降の研究史を丹念にフォローすること、『ナポレオン法典』
それ自体が、フランス革命の成果を条文化した点のほかに、革命前の旧体制（アンシャ
ン＝レジーム）以来のフランスにおける法伝統を結実させた点や、なお男女差別的規定
や家父長的規定を色濃く残している点についても触れること、ギーセン会議が、ナポレ
オン没落以後のウィーン体制下のドイツにあって、どのように承継されていったかを追
跡し、ティボー・サヴィニーの法典論争や 1848 年フランクフルト国民議会におけるギー
セン会議の意義を実証的に研究することが、本論文にとっての今後の課題である。 
 本論文は、このように今後さらに研究するべきいろいろな宿題を残している。しか
し、本論文が前人未踏の法制史史料を解読・邦訳したうえで、法典継受という法制史研
究上重要な研究領域において、具体的に成果を挙げたことは、否定できない。 
 
結 論 
 本論文の審査に当たった主査および副査３名は、本論文が、博士（法学）の学位を授
与するに値するとの結論に、全員の意見一致のうえで、達した。 
